
用 語 よ み 解説 根拠規定

委員会 いいんかい 議案その他の議決事項は、本会議で決定され
ますが、本会議での審議を効率的に行うため、
少人数の議員で構成する委員会を設け、議案な
どを専門的・能率的に審査しています。委員会
には、本会議から付託された議案や請願を審査
する「常任委員会」と、議会の円滑な運営を図
るための「議会運営委員会」があります。ま
た、必要に応じて設置される「特別委員会」も
あります。

・地方自治法
　第109条
・委員会条例

委員長報告 いいんちょう
ほうこく

　委員会は、付託を受けた議案や請願の審査を
終えたとき、報告書を作成し委員長から議長に
提出するとともに、委員長は本会議で審査の経
過と結果の報告をします。調査を終えたときも
同様です。また、審査や調査の中間段階で報告
を行うこともあります。

・会議規則
　第77条
　第47条

委員会条例 い い ん か い
じょうれい

議会には、常任、議会運営、特別の委員会が
あります。これらの委員会の設置、委員の任期
や定数、運営方法など委員会に関し必要な事項
を定めた条例です。

・委員会条例

意見書 いけんしょ 　地方自治法の規定に基づき、議会は、町の公
益に関することについて、国会や国の関係省庁
などに対し、議会としての意思を意見としてま
とめた文書を提出することができます。意見書
の案は、議員又は委員会が提出し、本会議でそ
の可否を決めます。

・地方自治法
　第99条

一事不再議の
原則

いちじふさい
ぎのげんそく

一度議会で議決した議案等については、同じ
趣旨のものは同一会期中に議題として取り上げ
ないことをいいます。
議会の審議能率を高めるために採り入れてい

ます。

・会議規則
　第15条
　【例外規定】
・地方自治法
　第176・177条

一括議題 いっかつぎだ
い

　一議案ずつ議題とするのではなく、議事の能
率化を図るために関連する議案を一括して議題
とすることです。「議案第○号から議案第×号
を一括して議題といたします。」と議長は宣告
します。一括上程ともいいます。

・会議規則
 　第37条

一括質問 いっかつしつ
もん

２以上の質問項目がある場合に、すべての項
目を一括して質問し、一括して答弁を求める質
問のやり方です。対面方式にする以前は、本会
議の質問はすべてこの方法でした。

一般質問 いっぱんしつ
もん

　本会議で、個々の議員が行う町政に対する質
問で、質問議員は、あらかじめ正副議長・議会
運営委員会の正副委員長で構成する「一般質問
調整会議」を経て、議会運営委員会で調整・決
定します。

・会議規則
 　第61条

延会 えんかい 　議事日程に記載された議題の審議が、その日
の本会議で終了しないとき、議題を残してその
日の会議を終了することをいいます。

・会議規則
　第24条
　第25条

議 会 用 語 の 解 説



演壇 えんだん 　本会議において発言をする場所として設けら
れた壇のことをいいます。討論、議員又は委員
会提出議案の提案説明及びその質疑に対する答
弁、委員長報告及びその際に受ける質疑に対す
る答弁並びに委員長就任時のあいさつなども演
壇で行います。演壇に上がることを登壇といい
ます。

開会 かいかい 　町長の議会招集に応じて、定例会や臨時会の
議会を開くことです。「ただいまから、○年第
×回定例会（臨時会）を開会いたします。」と
議長が本会議で宣言します。議会を閉じること
は閉会といいます。

・地方自治法
　第102条
・会議規則
　第8条
　第11条

会期 かいき 議会が会議を行う期間のことで、開会日から
閉会日までをいいます。
会期の決定は、開会の後、「本日から○月○

日までの××日間」と、本会議で議決します。

・地方自治法
　第102条
・会議規則
　第5～7条

開議 かいぎ 　その日の会議を開くことです。「ただいまか
ら本日の会議を開きます。」と議長が本会議で
宣告します。その日の会議を閉じることは散会
といいます。

・会議規則
　第11条

会議規則 かいぎきそく 　本会議の運営に関する一般的な手続及び内部
規律等を定めた規則です。本会議・委員会の議
事手続、議会で行う選挙請願・陳情の扱い、議
員の辞職、規律等を定めています。

・地方自治法
　第120条

会議録署名議
員

かいぎろく
しょめいぎい
ん

　本会議の次第を記録した公文書を会議録とし
て作成しますが、これに、議長とともに署名す
る議員のことをいいます。各定例会、臨時会の
開会日に議長が2名の議員を指名します。

・地方自治法
　第123条
・会議規則
　第120条

会派 かいは 議会内で同じような考え方や意見を持って活
動している議員が結成したグループのことを
「会派」といいます。

可決・否決 かけつ・ひけ
つ

議決のうち、条例案、予算案、契約締結議
案、意見書案、決議案などの原案、修正案を可
とするのを可決、否とするのを否決といいま
す。

関連質問 かんれんしつ
もん

当初質問した議員の質問事項に関連して、さ
らに他の議員が行う質問のことです。当日の一
般質問に限り、一般質問終了後に行うことがで
きます。

議案 ぎあん 　議会の議決を経るために、町長、議員又は委
員会が議長に提出する案件のことです。条例
案、予算案、決算認定議案をはじめ、契約締結
議案、人事同意議案、専決処分承認議案などが
あります。また、広い意味では、意見書案、決
議案などを含む場合もあります。

・地方自治法
　第96条
　第112条
・会議規則
　第14条
　第38.39条



議案説明会 ぎあんせつめ
いかい

　本会議に上程する町長提出議案について、そ
の定例・臨時会の運営に関し、おおむね1週間
前に開催される「議会運営委員会」が終了した
後のその日に、任意的に議員全員を対象とし
て、議案の概要説明をその所管課長等から説明
をいただき、当該議案調査の参考として、説明
会を開催しています。
　ただし、事前審議にならないよう、この場に
おいての質疑は行わないこととしています。

・議会基本条例
　第9条③

議案の提出 ぎあんのてい
しゅつ

　議案を議会に提出する権利は、原則として町
長と議員（委員会）双方にありますが、例外と
して、予算案など町長に専属するものと、委員
会の設置など議員に専属するものとがありま
す。また、議員が議案を提出する場合は、一定
数以上の議員の賛成が必要です。

・地方自治法
　第112条
　第149条
・会議規則
　第14条

議員派遣 ぎいんはけん 　議会は、(1)議案の審査のため、(2) 町の事務

に関する調査のため、(3)その他必要があると
認めるときに、議員を町内外や海外に派遣する
ことができます。議会の議決でこれを決めます
が、緊急の場合には議長が決め、議会に報告し
ます。

・地方自治法
　第100条⑬
・会議規則
　第122条

議会運営委員
会

ぎかいうんえ
いいいんかい

　多数の議員で構成される議会を円滑、効率的
に運営するため、条例で設置する委員会です。
会期、議事日程、議案等の取扱い、質問の取扱
いなど、議会の運営や会議規則、委員会条例等
に関する事項などを協議、調査、審査します。

・地方自治法
　第109条
・委員会条例
　第4条の2

議会基本条例 ぎかいきほん
じょうれい

　議会の基本理念及び基本方針を定め、議会の
役割を明らかにし、町民の付託に的確に応えて
いくことを目的に、平成23年6月に制定、同年
10月施行した条例です。議会の基本理念及び基
本方針のほか、議会運営や議員の活動原則、議
会と町長等及び町民との関係、議会の機能強
化、議会改革の推進などを規定しています。

・嵐山町議会
　基本条例
　平成23年6月
　10日制定
　平成23年
　10月16日施行

議会の招集 ぎかいのしょ
うしゅう

　議会を開くために、議員に参集することを求
める行為で、町長の権限となっていますが、議
長（議会運営委員会の議決を経て）又は議員
(議員定数の4分の1以上の者)から町長に対し
て、会議に付すべき事件を示して、臨時会の招
集を請求することができます。

・地方自治法
　第101条

議決 ぎけつ 表決（採決）の結果、得られた議会の意思決
定のことです。

議事日程 ぎじにってい 　本会議の日ごとに、会議の日時、会議に付す
る事件及び順序等を記載したその日の会議の進
行表のことです。議長が作成し議員に配付しま
す。

・会議規則
　第21条～
　第25条



議場 ぎじょう 本会議場のことです。議長席、議席、演壇、
執行部席、事務局職員席がその範囲で、傍聴席
は含みません。

議席 ぎせき 　本会議で議員が着席する場所を指します。議
席には、番号と氏名標を付けています。

・会議規則
　第4条

議題 ぎだい 　会議の対象となる案件のことですが、実際の
運用では、議決の対象となるもの（議案）に限
らず、選挙、委員長報告なども含めて、議題と
呼んでいます。議長は、「・・・の件を議題と
いたします。」などと宣告します。

・会議規則
　第36条

休会 きゅうかい 　会期中、1日単位で本会議の活動を休止する
ことです。休日のほか委員会開催など、議事の
都合その他必要があるときは、議決によって休
会とすることができます。

・会議規則
　第10条

休憩 きゅうけい 　会議をその途中で一定時間中断することをい
い、議長は、休息、食事、委員会の開催、議事
の準備などのために、適宜休憩を宣告すること
ができます。

・会議規則
　第11条

挙手 きょしゅ 議員が発言しようとするときは、挙手をし
て、議長の許可を受けてから発言します。
また、議案等を採決する場合、起立採決が原

則ですが、簡易採決として、本会議場において
も特段の異議がなければ、挙手採決としていま
す。ただし、予算の議定、決算の認定について
は、起立採決としています。
委員会の採決では、本会議と異なり、通常、

挙手で採決をしています。

起立 きりつ 　本会議における表決の方法は、起立を原則と
しています。議長は、「本案を原案のとおり
（又は、委員長の報告のとおり）決することに
賛成のかたは起立願います。」と採決します。
この他、異議がないことを諮る簡易な表決方法
をとる場合もあります。

・会議規則
　第81条

議了 ぎりょう 会議に付された事件を審議し、議決を終える
ことです。

継続 けいぞく 　議会は会期ごとに独立し、会期中に議決に至
らなかった事件は消滅して、後会に継続しませ
ん。例外として、委員会における議会閉会中の
継続審査があります。

・地方自治法
　第109条⑧
　第119条

決議 けつぎ 機関としての議会が行う意思決定です。その
多くは、政治、行政に関わる課題に対する議会
の意思表明です。



公述人 こうじゅつに
ん

公聴会に出席して意見を述べる利害関係者及
び学識経験者等のことをいい、委員会で選定さ
れます。
公述人になろうとする人は、文書であらかじ

め理由の概要及び案件に対する賛否を申し出る
こととされており、公述人は、申し出た人の中
から、その案件に対して賛成、反対が偏らない
ように選ばれます。

・地方自治法
　第109条⑤
　第115条の2
・委員会条例
　第21条～
　第26条

公聴会 こうちょうか
い

委員会が必要に応じて、広く議会以外の意見
を聴き、委員会での審査又は調査を充実させる
等のため、予算その他重要な議案等について、
利害関係者や学識経験者等から意見を聴くこと
を言います。
開催の日時、場所及び意見を聴こうとする案

件等を公示し、意見を述べる人を公募します。

・地方自治法
　第109条⑤
　第115条の2
・委員会条例
　第21条

採決 さいけつ 　議長や委員長が、本会議や委員会で議員（委
員）の賛否の意思表示を求めることをいいま
す。本会議の場合は、原則として起立採決によ
りますが、起立せずに異議の有無を確認する簡
易採決のほか、無記名投票や記名投票による採
決があります。

・会議規則
　第44条
　第78条～
　第88条

裁決 さいけつ 　出席議員の過半数により決する事件につい
て、可否同数の場合に、議長や委員長が可否を
決することを言います。

・地方自治法
　第116条
・委員会条例
　第15条

採択・不採択 さいたく・ふ
さいたく

議決のうち、請願・陳情について、これを肯
定する議会の意思決定を採択、否定する意思決
定を不採択といいます。

散会 さんかい 　その日の議事日程に記載された事件のすべて
を議了し、その日の会議を閉じることです。議
長が「本日は、これをもって散会いたしま
す。」と宣言します。

・地方自治法
　第114条②
・会議規則
　第11条

参考人 さんこうにん 　委員会がその調査又は審査のため必要がある
と認めるときに出席を求め、これに応じて委員
会で意見を述べる者のことをいいます。

・地方自治法
　第115条の2②
・委員会条例
　第26条の2

質疑 しつぎ 　質疑は、現に議題となっている議案等に関
し、疑問点を質すことで、町政一般に関する質
問とは区別されます。

・会議規則
　第50条～
　第59条

執行機関 しっこうきか
ん

　議決機関としての議会に対して、町の事務を
行う町長をはじめとする各種の機関（教育委員
会、公平委員会、選挙管理委員会、監査委員、
農業委員会など）をいいます。

・地方自治法
　第7章

質問 しつもん 定例会において、町政一般に関することを問
い質すことで、議題となっている議案等に関し
疑問点を質す質疑とは区分されます。なお、臨
時会では、原則一般質問はできません。

・会議規則
　第61条～
　第63条



上程 じょうてい 　本会議で議題として取り扱うことを「上程」
といいます。議題とするためには、議事日程に
従って、議長が当該案件を議題とする旨宣告す
ることが必要です

・会議規則
　第21条

承認・不承認 しょうにん・
ふしょうにん

　議決のうち、専決処分承認議案について可と
するのが承認、否とするのが不承認です。

・地方自治法
　第179条

常任委員会 じょうにんい
いんかい

　議会の内部組織で、付託を受けた議案などの
審査や町の事務に関する調査をそれぞれ分担し
て詳細に行います。条例で、総務経済常任委員
会、文教厚生常任委員会、広報広聴常任委員会
の３つの常任委員会を設置しています。

・地方自治法
　第109条
・委員会条例

審議 しんぎ 本会議では、付議事件について、説明を聞
き、質疑し、討論して、表決するという一連の
流れを「審議」といいます。

審査 しんさ 　委員会において、付託を受けた議案、請願等
について、質疑し、討論して結論を出す一連の
過程をいいます。

・地方自治法
　第109条

人事案件 じんじあんけ
ん

　町長が、副町長や監査委員等を選任又は任命
するに当たり、議会の同意を得るために提出す
る人事同意議案をいいます。

・地方自治法
　第162条
　第196条

請願 せいがん 　請願権は憲法で保障された国民の基本的権利
で、国民が国や地方公共団体に対し、一定の希
望を述べることをいいます。町議会に請願する
場合は、議員の紹介により要件を備えた請願書
の提出が必要です。議会の審議で採択か不採択
かを議決します。

・憲法第16条
・地方自治法
　第124条
・会議規則
　第89条～
　第94条

説明のための
出席要求

せつめいのた
めのしゅっせ
きようきゅう

　提出議案の説明などのため、本会議や委員会
に町長や教育長などの出席を求めることです。
本会議の場合、開会日に議長は、「説明のため
の出席要求につきましては、お手元に配付の名
簿のとおり出席を求めました。」と報告しま
す。

・地方自治法
　第121条

全員協議会 ぜんいんきょ
うぎかい

町政の課題、議会の運営等に関し全議員で協議
又は調整を行うため、会期の内外を問わず開催
するものです。

・地方自治法
　第100条⑫
・会議規則
　第121条

全会一致 ぜんかいいっ
ち

本会議や委員会の採決において、出席議員
（委員）全員の意思が一致することです。委員
長報告の際に、「全会一致をもって原案を可決
すべきものと決定いたしました。」などと用い
られます。

先議 せんぎ 通常、議案は予定された採決日や閉会日に議
決しますが、その日を待たずに会期の途中で議
決することを言います。



専決処分 せんけつしょ
ぶん

議会が議決をしなければならない事項を、町
長が議会に代わって意思決定をすることです。
時間的に議会の招集を待てない緊急の場合な

どに、町長が専決処分できることとなっていま
すが、専決処分の後に、議会に報告し承認を求
める議案の提出が必要です。
このほか、一定額以下の自動車事故による損

害賠償額の決定など軽易な事項で、あらかじめ
議決によって特に指定したものは、すべて専決
処分ができますが、その後議会への報告が必要
です。

・地方自治法
　第179条
　第180条
・町長の専決処
　分事項の指定
　について
　(平成20年
　12月5日議決)

対面方式 たいめんほう
しき

従前の一般質問は、第1回目の質問の際、登
壇し議員席に向かって行っていたものを、執行
側と対峙した緊張感を持つ形態とするため、議
員席の前列中央部に「一般質問席」を設け、一
般質問を行う場合は、この席にて行います。

多数 たすう 　議会の議決は、出席議員の過半数をもって
「多数」とし、決するのが原則です。起立によ
る表決の場合は、議長が起立者の多少を認定し
ます。議長は、「起立多数であります。よっ
て、本案は可決されました。」、「起立少数で
あります。よって、本案は否決されました。」
などと用います。

・地方自治法
　第116条
・会議規則
　第81条

直ちに採決 ただちにさい
けつ

　議事進行上、議案の提案（趣旨）の細部説
明、質疑、討論、委員会付託及び委員長報告を
省略して採決することです。議長は、省略する
事項を諮ってから採決に入ります。

・会議規則
　第39条

調査 ちょうさ 　委員会では、付託を受けた議案、請願等の審
査のほか、所管の事務に関する調査を行いま
す。

・地方自治法
　第109条

調査研究機関 ちょうさけん
きゅうきかん

　議会基本条例の規定に基づき、町政の課題に
関する調査又は検討のため必要があると認める
ときは、議決により、専門的知見を有する者で
構成する調査研究機関を議会が設置することが
できます。

・議会基本条例
　第16条

陳情 ちんじょう 陳情は、特定の事項についての利害関係を有
する住民が、議会に実情を訴え、町政執行の適
切な措置を要望することです。請願とは異な
り、議員の紹介を必要としません。議会に提出
された陳情は取りまとめ、全議員に配られま
す。
なお、申し合わせ事項により、町内住民から

の陳情は、請願と同様の取り扱いを行うことと
なっています。

・会議規則
　第95条

追加議案 ついかぎあん 　議案は通例、開会日に提出、上程されます
が、その後、会期中に追加して提出、上程され
る議案のことです。



提案説明 ていあんせつ
めい

　上程議案を審議するにあたり、まず、本会議
で提出者から提出の理由やその内容について説
明を聞き、質疑を行うことを原則としていま
す。町長提出の議案は町長が、議員（委員会）
提出議案は提出議員（委員長）が説明を行いま
す。

・会議規則
　第39条

定刻 ていこく 　「○日は、定刻より本会議を開きます。」の
定刻は、午前10時のことです。嵐山町議会の本
会議の会議時間は、原則として午前10時から午
後５時までと定められております。

・会議規則
　第9条①

定足数 ていそくすう 　議会の本会議において、有効に議題を審議
し、決定するために必要とされる出席議員の数
のことで、本会議では、議員の定数の半数以
上、委員会では、委員の定数の半数以上が出席
しなければ、会議を開くことができません。

・地方自治法
　第113条
・会議規則
　第12条
・委員会条例
　第14条

定例会 ていれいかい 定期的に開催する議会で、毎年の招集回数は
条例で定められています。
嵐山町議会では、毎年4回（3月、6月、9月、

12月。都合により繰り上げ、繰り下げることも
できます。）としています。 【関連用
語：通年議会】

・地方自治法
　第102条②
・議会定例会
　条例・同規則

同意・不同意 どうい・ふど
うい

　議決のうち、人事案件（人事同意議案）につ
いて、可とするのが同意・否とするのが不同意
です。

動議 どうぎ 条例案、予算案、意見書案、決議案のよう
に、一定の形式や手続を要する議案以外に、会
議の議事の進行過程において議会の意思決定を
求めて議員から提案されるものです。
具体的には、休憩、質疑や討論の終結など、

会議の途中に口頭で行われる議事の進行や審議
手続に関するものがほとんどです。動議は、所
定の賛成者（嵐山町議会では、他に１人以上）
があれば成立し、議題となり議決されます。

・地方自治法
　第115条の3
・会議規則
　第16条～
　第20条

当局 とうきょく 町行政上の任務・責任を負う執行機関のこと
です。「当局の答弁をもとめます。」という場
合に用います。

答弁 とうべん 本会議、委員会などで、議員（委員）の質
疑、質問に対して、町長や関係課局長などが答
えることです。

討論 とうろん 採決の前に、議員はその案件に対して、賛成
か反対かの自己の意見を表明することができま
す。自己の意見に反対の議員や賛否の意思を決
めかねている議員に対し、事項の意見に賛同す
るよう理由を述べます。

・会議規則
　第44条
　第52条



特別委員会 とくべついい
んかい

常任委員会のほかに、特定の事件を審査、調
査するために設置する委員会です。議決により
設置されます。嵐山町議会では、申し合わせ事
項により、平成18年から当初予算の審議、決算
の審査については、特別委員会を設置して審
議、審査を行っています。

・委員会条例
　第5条

二元代表制 にげんだい
ひょうせい

　地方自治体では、国の議院内閣制と異なり、
首長と議会議員をともに住民が直接選挙で選ぶ
という制度を採っており、これを二元代表制と
いいます。ともに住民を代表する首長と議会が
相互の抑制と均衡によって緊張関係を保ちなが
ら、議会が首長と対等の機関として、自治体の
運営の基本的な方針を決定（議決）し、その執
行を監視し、また、積極的な政策提案をとおし
て政策形成の舞台となることこそ、二元代表制
の本来のあり方であるといえます。

認定・不認定 にんてい・ふ
にんてい

　議決のうち、決算認定議案について可とする
のが認定、否とするのが不認定です。不認定
は、「認定しないものと決する。」といいま
す。

・地方自治法
　第96条
　第233条

諮る はかる 議事進行の上で、議長がある事柄に対して、
「お諮りいたします。本件は……いたしたいと
存じますが、ご異議ありませんか。」と議員の
異議の有無を問う場合等に、よく使われる慣例
的な表現の一つです。

発議 はつぎ 議会において、議事の対象となるべき問題を
提出することをいいます。議案の場合は、提案
ともいいます。動議の提出も含みます。

発言 はつげん 議会の会議における発言は、提案説明、質
疑、質問、討論、動議、委員長報告など様々で
す。
　本会議では、いずれも議長の許可が必要です

・会議規則
　第50条～
　第54条
　第56条～
　第60条

発言通告 はつげんつう
こく

本会議において、質問及び討論をしようとす
る者は、原則として、あらかじめ議長に質問に
あっては通告書、討論にあっては届出をしま
す。

質問については要旨などを、討論について
は、賛成・反対の意思を議長に届け出ます。

・会議規則
　第61条

反問 はんもん 　定例会又は臨時会に出要要請された町長等
は、議長の許可を得て議員の一般質問及び緊急
質問に対して、論点や争点を明確にするため反
問することができるよう「反問権」を議会基本
条例の規定により与えています。

・議会基本条例
　第8条2



表決 ひょうけつ 　本会議で議会の意思を決定するため、議長の
要求に応じて、出席議員が賛成又は反対の意思
を表明することをいいます。議長が表決をとる
ことを「採決」といいます。委員会の場合は、
委員会の意思を決定するため、委員長の要求に
応じて、出席委員が賛成又は反対の意思を表明
することをいいます。

・地方自治法
　第116条
・会議規則
　第44条

付議 ふぎ 　案件（事件）を議会の審議に付すことです。
臨時会の場合は、あらかじめ町長が付議すべき
事件を告示することが必要です。

・地方自治法
　第102条④

付託 ふたく 　本会議の質疑が終了した後、さらに詳しく検
討を加えるため、所管の常任委員会、議会運営
委員会又は特別委員会に審査を託すことです。

・会議規則
　第39・40条

閉会 へいかい 　定例会や臨時会の議会を閉じることです。付
議された事件がすべて議了した後、「これを
もって、○年第×回定例会（臨時会）を閉会い
たします。」と議長が本会議で宣言します。

・地方自治法
　第102条⑦
・会議規則
　第11条

閉会中の継続
審査・調査

へいかいちゅ
うのけいぞく
しんさ・ちょ
うさ

　会議に付された案件を会期中に議了できず、
閉会中当該事件を付託された委員会が継続して
審査・調査を行うことです。これには、議会の
議決が必要です。

・地方自治法
　第109条⑧

傍聴規則 ぼうちょうき
そく

　本会議の傍聴に関し、手続、傍聴人の守らな
ければならない事項などを定めた規則です。嵐
山町議会では、参加しやすい開かれた議会の実
現のため、傍聴人の禁止制限規定などを大幅に
見直し、必要最小限に整理するとともに、わか
りやすい規定に改正しています。

・地方自治法
　第130条③
・嵐山町傍聴規則

傍聴席 ぼうちょうせ
き

一般席と報道関係者に区分しております。本
会議における一般席の定員は30人となっていま
す。また、車椅子を利用してやお子様連れでの
傍聴にも対応できるよう、別室も整えていま
す。

・嵐山町傍聴規則

本会議 ほんかいぎ 全議員で構成する議会の会議のことです。本
会議は、その運営を議長が主宰し、議場で開き
ます。

臨時会 りんじかい 　定例会以外に必要があるとき、特定の事件に
限り審議するために招集される議会です。災害
復旧等の補正予算案審議、その他議会の議決す
べき事件などで緊急を要するときに開催しま
す。

・地方自治法
　第102条

臨時議長 りんじぎちょ
う

　一般選挙後の最初の議会など、議長の職務を
行う者がいないときに、議長が選挙されるまで
の間、当日議場に出席している議員のうち、最
年長者が臨時に議長の職務を行います。

・地方自治法
　第107条



例月出納検査
報告

れいげつすい
とうけんさほ
うこく

　町の現金の出納は、毎月例日（20日を目安と
しています。）を定めて監査委員が検査し、そ
の結果の報告が議会に提出されます。議長は、
本会議で提出があったことを報告し、各議員に
配付します。嵐山町議会では、先例により直近
の例月出納検査報告書の写しを配付していま
す。

・地方自治法
　第235条の2①③

連合審査 れんごうしん
さ

　複数の委員会が、合同して関連する案件を審
査、調査するやり方です。

・会議規則
　第71条


